
田中： 大阪府教育センター附属高校の田中で

す。どうぞよろしくお願いします。 

（スライド１）ここに名前が二人ありますよ

うに、前半は田中が、後半は池田が本校の取り

組みについて話をさせていただきます。 

（スライド２）まず、学校の紹介ですが、本

校は 2011 年に全国初の「教育センター」附属

高校としてスタートしました。今年が 10 年目

になります。（イ）ですが、本校にはミッショ

ンがあります。「大阪府教育センター」と連携

し、大阪の新しい教育にいち早く取り組んで、

ナビゲーションスクールとして「先導」と書い

てありますが、それを大阪府全体に広めるとい

う役割があります。（ロ）は、本校の目標です

が「ＰＩＳＡ型学力」を実生活で課題を解決す

る力と考えて、社会に貢献できる生徒を育てる

ことを目標に行っています。 

 本校には、いろいろな進路先があります。大

学・短大でおよそ５割、専門学校・就職等で５

割という、いわゆるボリュームゾーンの生徒が

来る学校です。そのため、高大接続というより

も、われわれは、社会に出て生き抜く力を育て

たいという考えで行っています。その力の中心

になるのが「探究」になります。 

（スライド３）前半では、私から、学校全体

で取り組む授業研究についてご説明させてい

ただき、後半は探究のお話になります。まず、

学校全体で取り組む授業研究の話をさせてい

ただきます。 

（スライド４）別紙１のほうが詳しいのです

が、ここに簡単に、授業研究の取り組みをまと

めています。2011 年に開校したのですが、最初

の２年間は前身の大和川高校との共存という

ことから、学校を挙げての取り組みはなかなか

難しい時期でした。その間は、探究の基礎づく

りとして取り組んでいました。2013 年からは、

学校全体で授業研究に取り組むため、授業研究

委員会を発足させて取り組んでいました。１段

目と３段目にあります文部科学省の調査研究

事業を中心にして進めてきました。真ん中の２

段目は「観点別学習状況評価の取組」という大

阪府の取り組みで、2014 年から３年計画でス

タートして、それを大阪府全体に広めるという

流れで行ってきました。2020 年、本年度から

は、一人１台ＰＣを持つ環境における授業を考

えるという「スマートスクール推進事業」です。

令和４年度から入学してくる生徒がそのよう

な環境で育つことになりますので、それを考え

事例報告② 

資質・能力の育成に向けた１０年の授業研究の歩み 
～ＰＩＳＡ型学力と探究力の育成をめざして～
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るのがスマートスクール推進事業なのですが、

本校もその協力校の１つとして取り組んでい

ます。 

 （スライド５）まず、2013 年から 2015 年に

ついてです。これは教育センターが受けた事業

ですが、多様な学習成果の評価手法に関する調

査研究で、評価が難しい多面的な資質・能力に

ついて、どのように評価したらよいのかという

ことで授業研究を進めてきました。教育センタ

ーで、このように進めていったらよいのではな

いかと、Step１、２、３で示していただきまし

たので、最初の３年間はそれに沿って行ってき

ました。まずは、アクティブ・ラーニングに取

り組もうということです。その次に、パフォー

マンス課題に取り組もう、そして、それをルー

ブリックで評価しようということで取り組み

ました。 

（スライド６）2016 年から 2018 年は、その

取り組んだものをベースにして、内容を充実さ

せて、学びを深めようと取り組んだもので「高

校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のた

めの調査研究」です。これは、大阪府が受けた

事業で、研究校としては大阪府では本校だけの

取り組みでした。１番目に、先ほど言いました、

観点別学習状況評価に基づくシラバスの完成

について、３年間、取り組みました。それによ

って授業の目標・ねらいが明確になり、ルーブ

リックを示すことで、生徒も何を頑張ったらよ

いのかが理解しやすくなったと思っています。

２番目に、パフォーマンス課題について最初の

３年間で取り組んだのですが、それをカリキュ

ラムに位置付けて考えて行うのはどうだろう

かということから「本質的な問い」からパフォ

ーマンス課題を考えて、それを単元末の目標と

して各授業を組み立てていくという流れで進

めていきました。例としては、ここにあります

が「コミュニケーション英語Ⅰ」で、日本文化

紹介のスピーチをするのに、まずは原稿を作成

し、ペアで練習し、グループで練習し、その後、

クラスでスピーチするというようにステップ

アップしていきながら行うことで、前向きに頑

張る生徒が増えていったかと思います。 

（スライド７）これは授業アンケートの自己

評価ですが、これに取り組むことによって、授

業アンケートの評価も右肩上がりに変わって

いった部分もあります。 

 （スライド８）これは、観点別学習評価のシ

ラバスのひな形です。これは当時のもので、別

紙（略）には本年度のものが載っています。 

（スライド９）このときは４観点ですが、観

点とその趣旨、その評価方法の具体例を書いて

いますので、生徒は非常に分かりやすいですよ

ね。「こんなふうに頑張ればいいのか」「こうい

うふうに評価してくれるのか」というのが分か

るということです。 

（スライド 10）パフォーマンス課題につい

てです。本校はボリュームゾーンなので、どう

してもまず基礎学力という知識・技能に傾きが

ちですが、そうではなくて、やはりパフォーマ

ンス課題をすることによって「思考力・判断力・

表現力」、そして、その中で「主体性・協働性」

も育まれるということで取り組んでいます。 

 （スライド 11）先ほどは、コミュニケーショ

ン英語Ⅰの例でしたが、数学Ⅰの場合は、この

ように少しずつ不等式の性質を学び、１次不等

式の解き方を学び、文章から式を立てることを

学び、それからパフォーマンス課題にいくとい

う形式を取ることもあります。 

（スライド 12）これは、スピーチのルーブリ

ックの例になります。 

（スライド 13）これは、数Ⅰのパフォーマン

ス課題をシラバスに位置付けるという部分で、

このように単元末にパフォーマンス課題を設

定し、それに向けて、例題で行って、その後、

確認テストをして、定期考査に出すという流れ

です。度々パフォーマンスを行っているわけで

はないのですが、年間何本か単元末にこのよう

に設定することで、年間の計画を立てることを

22



るのがスマートスクール推進事業なのですが、

本校もその協力校の１つとして取り組んでい

ます。 

 （スライド５）まず、2013 年から 2015 年に

ついてです。これは教育センターが受けた事業

ですが、多様な学習成果の評価手法に関する調

査研究で、評価が難しい多面的な資質・能力に

ついて、どのように評価したらよいのかという

ことで授業研究を進めてきました。教育センタ

ーで、このように進めていったらよいのではな

いかと、Step１、２、３で示していただきまし

たので、最初の３年間はそれに沿って行ってき

ました。まずは、アクティブ・ラーニングに取

り組もうということです。その次に、パフォー

マンス課題に取り組もう、そして、それをルー

ブリックで評価しようということで取り組み

ました。 

（スライド６）2016 年から 2018 年は、その

取り組んだものをベースにして、内容を充実さ

せて、学びを深めようと取り組んだもので「高

校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のた

めの調査研究」です。これは、大阪府が受けた

事業で、研究校としては大阪府では本校だけの

取り組みでした。１番目に、先ほど言いました、

観点別学習状況評価に基づくシラバスの完成

について、３年間、取り組みました。それによ

って授業の目標・ねらいが明確になり、ルーブ

リックを示すことで、生徒も何を頑張ったらよ

いのかが理解しやすくなったと思っています。

２番目に、パフォーマンス課題について最初の

３年間で取り組んだのですが、それをカリキュ

ラムに位置付けて考えて行うのはどうだろう

かということから「本質的な問い」からパフォ

ーマンス課題を考えて、それを単元末の目標と

して各授業を組み立てていくという流れで進

めていきました。例としては、ここにあります

が「コミュニケーション英語Ⅰ」で、日本文化

紹介のスピーチをするのに、まずは原稿を作成

し、ペアで練習し、グループで練習し、その後、

クラスでスピーチするというようにステップ

アップしていきながら行うことで、前向きに頑

張る生徒が増えていったかと思います。 

（スライド７）これは授業アンケートの自己

評価ですが、これに取り組むことによって、授

業アンケートの評価も右肩上がりに変わって

いった部分もあります。 

 （スライド８）これは、観点別学習評価のシ

ラバスのひな形です。これは当時のもので、別

紙（略）には本年度のものが載っています。 

（スライド９）このときは４観点ですが、観

点とその趣旨、その評価方法の具体例を書いて

いますので、生徒は非常に分かりやすいですよ

ね。「こんなふうに頑張ればいいのか」「こうい

うふうに評価してくれるのか」というのが分か

るということです。 

（スライド 10）パフォーマンス課題につい

てです。本校はボリュームゾーンなので、どう

してもまず基礎学力という知識・技能に傾きが

ちですが、そうではなくて、やはりパフォーマ

ンス課題をすることによって「思考力・判断力・

表現力」、そして、その中で「主体性・協働性」

も育まれるということで取り組んでいます。 

 （スライド 11）先ほどは、コミュニケーショ

ン英語Ⅰの例でしたが、数学Ⅰの場合は、この

ように少しずつ不等式の性質を学び、１次不等

式の解き方を学び、文章から式を立てることを

学び、それからパフォーマンス課題にいくとい
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（スライド 12）これは、スピーチのルーブリ

ックの例になります。 

（スライド 13）これは、数Ⅰのパフォーマン

ス課題をシラバスに位置付けるという部分で、

このように単元末にパフォーマンス課題を設

定し、それに向けて、例題で行って、その後、
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はないのですが、年間何本か単元末にこのよう

に設定することで、年間の計画を立てることを

行っています。 

 （スライド 14）そのようにして行ってきたの

ですが、やはり課題があって、なかなかうまく

いかないところもあります。ベネッセの進路マ

ップの成績が伸びなかったり、生徒は自分では

勉強していると言うのですが、実際に調べてみ

ると学習時間が少なかったりすることがあり

ます。それでは、それをどのようにしたらよい

のかということです。「課題依存型」、課題が与

えられたら頑張れるが、自分で課題を見つけて

取り組む部分が非常に弱いので、対策として

「カリキュラムマネジメントの実践」と「メタ

認知能力の育成」、この２つを課題対策として

取り組んでみたらどうかと考えました。 

 

 
 

 （スライド 15）Ⅰ段階のものをⅡ段階の「自

己調整型の主体的学習」に行きたい、最終的に

は、社会に結び付くトランジションのところに

行きたいと考えたのが、次のスライドの「クロ

ーバープラン」です。 

（スライド 16）これはそのカリキュラムマ

ネジメントの部分です。黄色の部分の「確かな

学力の育成」が一番のメインになるのですが、

それだけではなくて、多方面からのアプローチ

が大事だろうということから、いろいろなとこ

ろでつながりがあるのだと意識しながら教員

も取り組むということを考えました。 

 （スライド 17）それでは「メタ認知能力」は

どうしたらよいのだろうかということです。

「京都大学の教員養成ポートフォリオ」をヒン

トにさせてもらいました。これは、教科教育の

教養と実践力、教科以外の教職に関する教養と

実践力、そして課題探究力、この５つを柱にし

て京都大学で行っておられると本で読みまし

て、本校に当てはめたらどうなるのだろうかと

考えたのが、このクローバープラン（ポートフ

ォリオ）です。 

（スライド 18）授業の学び、部活動・行事に

おける学び、探究的な学び、進路学習の学び、

この４つを頑張ることで、生徒に目標を持たせ

て高校生活を送るのはどうだろうかと考えま

した。この黄色とピンクの対角線の部分は昔な

がらの文武両道の学びで、緑と青の対角線の部

分はキャリア教育の学びというように、生徒に

話をしているのですが、緑の探究的な学びで一

般的なスキルを身に付けて、かつ青の部分で自

分自身はどうするのかと考えさせることで取

り組ませました。 

（スライド 19）この４つの学習や取り組み、

その成果をクリアファイルにポートフォリオ

としてストックしながら、自分で調整していく

力を付けていき、それが社会で生きていく力に

結び付けばよいと取り組んできました。 

（スライド 20、21）本校の校章がクローバー

なので「クローバープラン」と言っていますが、

この４つの学びを四つ葉のクローバーに見立

て、それをスライド 16 のクローバープラン（カ

リキュラムマネジメント）の真ん中に入れて

「クローバープラン」として、取り組んでいま

す。 

 （スライド 22）この「ＩＣＥモデル」は、ル

ーブリックを量から質へと考える部分なので

すが、後半の「探究」で説明させていただきま

す。 

 （スライド 23）現在、2019 年から 2020 年に、

何を行っているかというと、１つ目に、カリキ

ュラムマネジメントの校内研修で「学年別年間

指導計画一覧表」をつくりました。別紙５が詳

しいので、見ていただければと思います。全教
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科の内容について何をするのか、一目見たら分

かります。それに加えて、育てたい力も併せて

そこに載せてあります。それをつくったのはよ

いが、まだまだ活用できていないので、どうに

か活用したいと考えたのが、２つ目の「授業デ

ザインシート」です。付けたい力と教員の生徒

に伝えたいことを合わせて授業デザインを考

え、授業実践していくことで、実現させようと

考えました。３つ目は、今年から全国的にキャ

リア・パスポートが始まりましたので、先ほど

のクローバープラン（ポートフォリオ）を本校

のキャリア・パスポートとして行っております。

そして、４つ目が、先ほど言いました、一人１

台ＰＣを使う授業を想定したスマートスクー

ル推進事業の取り組みです。今、この４つを行

っております。 

（スライド 24～27）この辺は見にくいので、

別紙（スライド 24、25 の学年別年間指導計画

一覧表は別紙５、スライド 26、27 の授業デザ

インシートは略）で確認していただければと思

います。 

 （スライド 28）ちょうど昨日、校内研修とし

て、全体の研究授業について研究協議を行いま

した。これが、その様子です。（スライドの画

像は略）非常に活発な意見が出ました。実は私

は今年で定年のため、来年から誰か引き継いで

くれないかと思っていましたが、これだけたく

さんの若い教員が頑張って行ってくれている

のを見て、安心だと思いました。 

 以上、前半は駆け足でしたが、このように８

年間の取り組みをしてきました。ここから、後

半の「探究」について、池田に変わります。 

 

池田： 大阪府教育センター附属高等学校の指

導教諭の池田径と申します。後半、よろしくお

願いします。 

 （スライド 29）実践編として、本校の柱の一

つである「探究ナビ」の中身について、今から

ご紹介したいと思います。2014 年に、一度、本

校の山元前首席がここで発表しているのです

が、その後に私はこの学校に来ましたので「そ

の後の話」でもあります。 

（スライド 30）私は 2017年に本校に着任し

たとき「探究ナビ」というのは、これからの教

育に本当に必要な豊かな可能性のある内容だ

と感じました。私自身、大変勉強になると思い

ながら参加してきました。それは、山元首席の

ような非常に力のある教員と一緒に行ってい

て勉強になったというのもありますし、その後、

若手の酒井将平先生という演劇教育にも優れ

た指導力を持つ方が行っておられるのを間近

に見られたということもあり、非常に良かった

です。一方で、全教員でそれにしっかり取り組

むとなると、やはり負担感があり、実際には大

変です。教員の入れ替わりもありますし、探究

ナビで何をしていくのか、教員や生徒自身がそ

のことを通じてどのようになっていくのかと

いうことが共有されていない部分もあったか

もしれないと思いました。机の上に生徒の落書

きがあって「探究って何？って探究したい」と

書いてありました。確かに、この授業を何のた

めに、どうなるために行っているのかが分から

ない生徒もいるというところもありました。 

 （スライド 31）私としては、可能性も豊かで

すし、先達たちの遺産もたくさんありましたの

で、探究ナビにしっかり関わっていきたいと思

いました。そして、探究ナビを担当する・しな

いに関わらず、まずは、教員同士で何のために

行っているのかを共有したいというのがあり

ました。 

（スライド 32、33）そこで「共通理解」と「実

践力」についてです。これは、教員が４月当初

に、研修で探究の授業について共通理解するた

めのピラミッドです。探究は「主体的・対話的

で深い学び」を目指すこれからの教育を担う授

業ですが、この頂上に持っていくためには、中

段部分であるコミュニケーション、例えばグル

ープワークなどもたくさんこなさないといけ
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のクローバープラン（ポートフォリオ）を本校

のキャリア・パスポートとして行っております。

そして、４つ目が、先ほど言いました、一人１

台ＰＣを使う授業を想定したスマートスクー

ル推進事業の取り組みです。今、この４つを行

っております。 

（スライド 24～27）この辺は見にくいので、

別紙（スライド 24、25 の学年別年間指導計画

一覧表は別紙５、スライド 26、27 の授業デザ

インシートは略）で確認していただければと思

います。 

 （スライド 28）ちょうど昨日、校内研修とし

て、全体の研究授業について研究協議を行いま

した。これが、その様子です。（スライドの画

像は略）非常に活発な意見が出ました。実は私

は今年で定年のため、来年から誰か引き継いで

くれないかと思っていましたが、これだけたく

さんの若い教員が頑張って行ってくれている

のを見て、安心だと思いました。 

 以上、前半は駆け足でしたが、このように８

年間の取り組みをしてきました。ここから、後

半の「探究」について、池田に変わります。 

 

池田： 大阪府教育センター附属高等学校の指

導教諭の池田径と申します。後半、よろしくお

願いします。 
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た指導力を持つ方が行っておられるのを間近

に見られたということもあり、非常に良かった

です。一方で、全教員でそれにしっかり取り組

むとなると、やはり負担感があり、実際には大

変です。教員の入れ替わりもありますし、探究

ナビで何をしていくのか、教員や生徒自身がそ

のことを通じてどのようになっていくのかと

いうことが共有されていない部分もあったか

もしれないと思いました。机の上に生徒の落書

きがあって「探究って何？って探究したい」と

書いてありました。確かに、この授業を何のた

めに、どうなるために行っているのかが分から

ない生徒もいるというところもありました。 

 （スライド 31）私としては、可能性も豊かで

すし、先達たちの遺産もたくさんありましたの

で、探究ナビにしっかり関わっていきたいと思

いました。そして、探究ナビを担当する・しな

いに関わらず、まずは、教員同士で何のために

行っているのかを共有したいというのがあり

ました。 

（スライド 32、33）そこで「共通理解」と「実

践力」についてです。これは、教員が４月当初

に、研修で探究の授業について共通理解するた

めのピラミッドです。探究は「主体的・対話的

で深い学び」を目指すこれからの教育を担う授

業ですが、この頂上に持っていくためには、中

段部分であるコミュニケーション、例えばグル

ープワークなどもたくさんこなさないといけ

ません。しかし、本校は進路多様校であり、い

ろいろな生徒がいる中で「コミュニケーション

をしてください」と言って、すぐ話し合いがで

きるか、すぐ前向きに取り組めるかというとこ

ろがあります。そのような中で、このピラミッ

ドの中段に行くには、一番下のアイスブレイク

をしっかり行って、コミュニケーションへと誘

わないと、なかなか難しかったり、形だけにな

ったり、参加できない生徒が出てきたりします。

そこで、教員は探究型授業で、この探究ピラミ

ッドのそれぞれの段階をクリアするために、デ

ザイナー、あるいはファシリテーター、あるい

はアイスブレイカーとして関わっていきます。

これは探究ナビだけではなくて、これからの教

育に必要な力でもあること、また、このような

ことが必要になってきている社会的背景のこ

とも、研修で共通理解しました。 

 （スライド 34）実際にアイスブレイクをする

ときに何が大事かというと、生徒をコミュニケ

ーションへと追い詰めないことが非常に重要

です。生徒をコミュニケーションへと誘う、動

機づけるために「コミュニケーションしなさい」

「探究しなさい」と言われて「させられる」と

生徒が受け取らないようにすることが大事で

す。そのために大切になるのが、アイスブレイ

クの観点です。探究型授業のために生徒がいる

というのでは本末転倒になってくるので、生徒

のために探究型授業を行うということを忘れ

てはいけないのです。教員の方が躍起になって

しまったら、力の入れどころがおかしくなって

きて、生徒もつらくなってしまうことがありま

す。 

 教員がアイスブレイカーやファシリテータ

ーになるという場合、実際にどのようにしたら

よいかという問題があります。これらの言葉を

知っていても「分かった」と頭で理解して終わ

るのではなくて、実際に行ってみないと身に付

かない部分があります。教員は言葉の理解はす

ぐにしてくれるのですが、実際に行うことが大

事です。そのため、教員研修自体をアイスブレ

イク型で行います。 

（スライド 35、36）輪になって座り、実際に

一緒にゲームを行って、アイスがブレイクして

いく様子を体感し、どうしたらその方向にファ

シリテーションされていくのかということを、

身をもって体験します。年に１回、全教職員で

行うことで、教職員の集団づくりにもなり、実

践力の向上にもつながるかと思い、私が来てか

らこのようなことをさせてもらうようになり

ました。 

 （スライド 37）しかし、大事なことは、探究

型授業について教員だけが共有していても良

くなくて、先ほどの机の落書きではないですが、

何のためにするのかを生徒にも共有してもら

う必要があります。「意味が分からないことを

させられている」のではなく「意味が分かって

したくなる」ようにします。その意味や価値付

けは、教員がしっかりしないといけないかと思

います。意味や価値を生徒自身に考えてもらう

という方法もあるのですが、本校においては多

様な生徒がいますので、今行っていることの意

味や価値を教員がしっかり伝えることが大事

かと思います。 

（スライド 38～40）最初のオリエンテーシ

ョンの授業では、教員研修で行ったことと同じ

ことを生徒にも言います。これからの教育で求

められているのは何か、最終的にどこに行くの

かという話もします。教育と探求社によるクエ

ストカップにも参加して、付けた力を発揮する

機会が用意されていることも伝えて、何のため

にどのように取り組むのか、ゴールはどこかを

示します。 

（スライド 41）今までの学校教育では、与え

られた、答えが決まっている課題を、一人で

黙々と解いて、分からなければ先生が教えてく

れるという形で、自学自習を重視していました

が、これからの社会では、課題を自ら見つけな

ければならず、答えも多様で、みんなで話し合
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って解いていかなければならないのです。その

ような課題について答えが分かっている先生

はいないので、自分で答えを探しに行きます。

ネットで調べるのも古いくらいで、ハッシュタ

グを付けてつながって、自分で情報を探します。

これから協働・探究型の社会に出ていくので、

社会の中で生き抜く力を身に付けるというこ

とで、探究型授業には意味があると思います。

本校生徒は大学受験がゴールという者ばかり

ではないので、このようなところをしっかりと

伝えていく必要があると思います。 

 （スライド 42）「学習指導要領が、こう変わ

ったよ」というような話もします。しかも、新

しい時代に必要となる資質・能力も、枕詞のと

ころが非常に大事だと生徒に伝えます。知識・

技能が生きて働いているか、未知の状況にきち

んと対応できているか。学んだことを学校で完

結するのではなくて、これからは社会の中で使

っていける力を付けていくということに変わ

っていると伝えます。高校も、大学も、今、変

わろうとしているということを生徒と共有し

て、探究ナビの授業に取り込んでいきます。 

（スライド 43）本校は創立以来 10 年間、探

究ナビの授業に取り組んできた学校で、そこの

生徒であるというように共通理解をしていく

のです。 

 （スライド 44）この授業をどう評価するのか

ということで採用したのが、ＩＣＥモデルです。

酒井将平先生が土持ゲーリー先生や広島の柞

磨先生などの有名な先生を呼んできてくれて、

研修を受けました。私の理解は浅いですが、こ

のように「Ｉ」「Ｃ」「Ｅ」で、学びの質を問う

ていく、振り返って評価していくというもので

す。 

（スライド 45）実際に、第１回のガイダンス

の授業の最後に生徒たちに、何を学んだのか、

ＩＣＥモデルで振り返ってみようと言います。

探究ナビとはどんな授業かを説明したので「Ｉ

（アイデア）」のところに書いてほしいと言い

ます。それは社会の変化とつながっているとい

う話をしたので「Ｃ（つながり）」に、この探

究授業がなぜ社会の変化とつながっているか

を書いてほしいと言います。最後に、人生に応

用できるかということだから、ここで学んだこ

とが将来どのようなときに役立つと想定でき

るかを「Ｅ（応用）」に書いてほしいと言って、

ＩＣＥモデルによる振り返りの練習をさせて、

この３年間のスタートを切るということにな

っています。 

 

 
 

 （スライド 46）探究ナビは、１年生のテーマ

が「人とつながる」で、２年生は「社会とつな

がる」、３年生は「未来を切り拓く」となって

います。探究ナビⅠを担当する私は「人とつな

がる」を具体化するために「コミュニケーショ

ンを通して自己理解、他者理解を深め、社会の

中で自己を表現して生きることができるよう

になる」ということを目指して、教案を組んで

いきます。先ほどの、ピラミッドの下から順番

に行っていくことも生徒は理解しています。１

年生は、特に下の部分に力を入れるという形で

行っています。 

 （スライド 47～51）ＩＣＥモデルをきちんと

使い切れているか自信はありませんが、このよ

うに、毎回の授業で生徒にそれぞれ学んだこと

を、振り返って書いてもらっています。 

（スライド 52）振り返りのときに、教育用語

も生徒と共有したほうがよいと思っています。

ポートフォリオやメタ認知という言葉が教員
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とが将来どのようなときに役立つと想定でき
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 （スライド 46）探究ナビは、１年生のテーマ

が「人とつながる」で、２年生は「社会とつな

がる」、３年生は「未来を切り拓く」となって

います。探究ナビⅠを担当する私は「人とつな

がる」を具体化するために「コミュニケーショ

ンを通して自己理解、他者理解を深め、社会の

中で自己を表現して生きることができるよう

になる」ということを目指して、教案を組んで

いきます。先ほどの、ピラミッドの下から順番

に行っていくことも生徒は理解しています。１

年生は、特に下の部分に力を入れるという形で

行っています。 

 （スライド 47～51）ＩＣＥモデルをきちんと

使い切れているか自信はありませんが、このよ

うに、毎回の授業で生徒にそれぞれ学んだこと

を、振り返って書いてもらっています。 

（スライド 52）振り返りのときに、教育用語

も生徒と共有したほうがよいと思っています。

ポートフォリオやメタ認知という言葉が教員

の間ではたくさん出ているのですが、生徒自身

にもこれらの言葉を教えて、きちんと教員と生

徒の共通言語にしていきます。教員の側ばかり

が分かっていても良くないと思います。生徒に

ポートフォリオという言葉はファイルと何が

違うのかという話をします。 

（スライド 53）メタ認知はどういうことか

という話もします。 

（スライド 54）振り返るというのは、ポート

フォリオをメタ認知することなのだというこ

と、それがあるとどうなるのかということを伝

えます。何のために毎回の振り返りを行ってい

るのかというところを共通理解した上で、きち

んと１学期全体を振り返ろうと言います。新し

い教育用語も、生徒と共通のものにしていくと

いうことです。 

 （スライド 55～58）１学期全体の振り返り

で、生徒たちが「Ｅ（応用）」のところをどの

ように書くのかによって、学んだことをどのよ

うに応用できるのか、どのように身に付いたの

かというところを見ることができます。コミュ

ニケーションが苦手だと言う生徒もいるので

すが、人との関わり方が変わったと言って、自

覚がある生徒もいました。他は見ていただけれ

ばと思います。 

 （スライド 59）２学期は、キャリア教育に取

り組みますが、コミュニケーションの応用編と

いう位置付けです。 

（スライド 60～67）その振り返りで、一度こ

のようなことをしたことがあります。仕事のこ

とについてしっかり学んだことを「Ｉ（アイデ

ア）」のところに書いてもらった後に「仕事と

学校の勉強がつながっているとしたら、どうか。

学校の勉強なんか将来役立たない、つながって

いないって言う友達がいたら何と言う？」とい

うように聞いたり「授業を受けている生徒に

『何をしているのですか？』って聞いたら、生

徒Ａは『黒板を写しています』、生徒Ｂは『受

験勉強しています』と答えましたが、最も意欲

が高い生徒Ｃなら、何と答える？」というよう

に聞いてみたりしたのです。そうすると「“さ

せられている”じゃなくて、“したいから”と

いう理由で進学したんじゃないの？それを役

に立たないというのなら、自分がしたい職業に

ついたとしても、何もできないよ」というよう

に、その姿勢の問題などを友達に言ってあげる

と答えた生徒がいました。「役に立つか役立た

ないかじゃなくて、学校の勉強が社会の中でど

んな役割を果たしているかを考えてみようよ」

というように、メタ認知してみようということ

を書いたり「学んだ中身が直接、役に立たなく

ても、そこに関わる中で身に付けた力は役立つ

はずだ」というように書いたりする生徒がいま

した。自分がしていることの意味を、生徒自身

が自分の言葉で一生懸命説明しようとしてい

れば、メタ認知が実践できているということで

すよね。「お金や家は燃えたらなくなります。

ただ、自分の勉強した知識は燃えません」「新

しい学問を作るため」などと答えてくれた生徒

もいました。この生徒のはよいですね。「将来

どこかで、誰かのために役に立つと思って、た

くさんのことを学びます」。教員は「勉強する

のは自分のためだ。将来、通用しないぞ。自分

のために勉強しなさい」ということをよく言い

がちですが、この生徒は「勉強するのは世のた

め、人のためなのだ」と言うわけです。自分の

ことだから頑張れるという生徒も素敵です。澤

井先生の発表は大変勉強になりましたから、私

もまねしようと思ったのですが、他人事だから

頑張れるということがあってもよいのではな

いかという気もします。このような考えこそ、

大事にしてあげたいと思いました。 

 （スライド 68）そのようにして行っていく中

で、将来、仕事に就くわけなので、仕事を調べ

て終わるのではなくて「仕事に就いている前提

で職業説明会、就職説明会をする」という課題

に取り組みます。 

（スライド 69～73）モザイクをかけていま
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すが、授業はこのような雰囲気です。今は、新

型コロナウイルスの感染予防のため、ここまで

できていないときもあります。これは昨年度で

すが、このように探究ナビの授業を実際に行っ

ています。教員がサポートして、生徒は当事者

意識を持って、社会人として、自分事として説

明するところです。ここは、先ほどの澤井先生

のところと同じようなことかと思いました。 

 （スライド 74、75）最後に、総仕上げで、演

劇をしています。これは、コミュニケーション

力の集大成という位置付けで行っています。文

化祭と違って、台本も、音響も、衣装も、小道

具も大道具も使わずに表現するという創作劇

にチャレンジしてもらっています。あらすじだ

けあって、アドリブも入れながら、全部、自分

たちでその場で表現していく劇にチャレンジ

してもらっています。全員が舞台に立って、全

員が出場します。苦手と言っている生徒にも、

それぞれの持ち味を生かせる役をみんなが考

えて、行ってくれている状況です。裏方はいま

せん。 

 （スライド 76）このようなときにもやはり、

なぜ行っているかを伝えます。「それぞれの存

在を肯定し合おう。対話をしよう。そのために

劇をやっているよ。ただの文化祭じゃないよ」

と言っています。平田オリザさんの言葉もきち

んと生徒に紹介して、会話と対話は違うという

話をします。 

（スライド 77）応援しに来てくれている劇

団員の方がいらっしゃるので、その方たちとも

対話をします。「劇団の人に答えを聞くのでは

なく、対話してほしい」と言っています。また、

教員と劇団員との対話のチャンスでもありま

す。外部を使うと、すぐに「お任せします」の

ような形になりがちですが、そこも対話なので

す。私が「劇を楽しんでね」と言ったら、劇団

員の方が後で「『楽しめ』と言っても、楽しめ

ない人がいますよね」とおっしゃったことがあ

って「ああ、そうだな」と。劇団員の方に教え

てもらいました。私は、すぐ「楽しめ」と言っ

てしまうので、良くないと反省しました。その

反省をすぐに生徒に伝え、楽しめないというこ

とも人間的な心理状態だから、演劇では大事だ

という話をしました。そのような対話の機会に

なって良かったと思いました。 

 （スライド 78）これで最後です。これまでは

探究の授業を行っているだけで先進的・先導的

というように言ってもらえたところもありま

したが、実際には、非常に力のある先生方がし

っかりとされてこられたからというところも

ありました。これからは、まさに中身が問われ

るのだろうと思っています。そのときに、力の

ある教員が力技で行うのではなくて、体制でし

っかりと行っていく、中身もしっかりとつくり

上げて、しっかり残して、積み上げていけるよ

うにしたいです。何をするか、１年後、そして

３年後どうなっていくのかをみんなが共有で

きる状態で、教員が替わっても常にスタートで

きるようにしていく必要があります。一人１台

ＰＣを持つ環境を活用できるようにしたいと

思っていますし、特に探究ナビⅢは今後どのよ

うに行っていこうか、今はクエストカップを主

に行っていますが、２年生に下ろして、３年生

の中身を変えようかとも思っています。澤井先

生の学校で行っていたことが、とても素敵だと

思っているので、そのようなことも取り入れて

いけたらと思っています。 

ありがとうございました。 
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すが、授業はこのような雰囲気です。今は、新

型コロナウイルスの感染予防のため、ここまで

できていないときもあります。これは昨年度で

すが、このように探究ナビの授業を実際に行っ

ています。教員がサポートして、生徒は当事者

意識を持って、社会人として、自分事として説

明するところです。ここは、先ほどの澤井先生

のところと同じようなことかと思いました。 

 （スライド 74、75）最後に、総仕上げで、演

劇をしています。これは、コミュニケーション

力の集大成という位置付けで行っています。文

化祭と違って、台本も、音響も、衣装も、小道

具も大道具も使わずに表現するという創作劇

にチャレンジしてもらっています。あらすじだ

けあって、アドリブも入れながら、全部、自分

たちでその場で表現していく劇にチャレンジ

してもらっています。全員が舞台に立って、全

員が出場します。苦手と言っている生徒にも、

それぞれの持ち味を生かせる役をみんなが考

えて、行ってくれている状況です。裏方はいま

せん。 

 （スライド 76）このようなときにもやはり、

なぜ行っているかを伝えます。「それぞれの存

在を肯定し合おう。対話をしよう。そのために

劇をやっているよ。ただの文化祭じゃないよ」

と言っています。平田オリザさんの言葉もきち

んと生徒に紹介して、会話と対話は違うという

話をします。 

（スライド 77）応援しに来てくれている劇

団員の方がいらっしゃるので、その方たちとも

対話をします。「劇団の人に答えを聞くのでは

なく、対話してほしい」と言っています。また、

教員と劇団員との対話のチャンスでもありま

す。外部を使うと、すぐに「お任せします」の

ような形になりがちですが、そこも対話なので

す。私が「劇を楽しんでね」と言ったら、劇団

員の方が後で「『楽しめ』と言っても、楽しめ

ない人がいますよね」とおっしゃったことがあ

って「ああ、そうだな」と。劇団員の方に教え

てもらいました。私は、すぐ「楽しめ」と言っ

てしまうので、良くないと反省しました。その

反省をすぐに生徒に伝え、楽しめないというこ

とも人間的な心理状態だから、演劇では大事だ

という話をしました。そのような対話の機会に

なって良かったと思いました。 

 （スライド 78）これで最後です。これまでは

探究の授業を行っているだけで先進的・先導的

というように言ってもらえたところもありま

したが、実際には、非常に力のある先生方がし

っかりとされてこられたからというところも

ありました。これからは、まさに中身が問われ

るのだろうと思っています。そのときに、力の

ある教員が力技で行うのではなくて、体制でし

っかりと行っていく、中身もしっかりとつくり

上げて、しっかり残して、積み上げていけるよ

うにしたいです。何をするか、１年後、そして

３年後どうなっていくのかをみんなが共有で

きる状態で、教員が替わっても常にスタートで

きるようにしていく必要があります。一人１台

ＰＣを持つ環境を活用できるようにしたいと

思っていますし、特に探究ナビⅢは今後どのよ

うに行っていこうか、今はクエストカップを主

に行っていますが、２年生に下ろして、３年生

の中身を変えようかとも思っています。澤井先

生の学校で行っていたことが、とても素敵だと

思っているので、そのようなことも取り入れて

いけたらと思っています。 

ありがとうございました。 
◎２０１６年度～２０１８年度
「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のた
めの調査研究」（文部科学省）を柱とした取り組み

（１）観点別学習状況評価に基づくシラバスの完成と授業の実践

授業の目標・ねらいが明確になった。
（※）ルーブリックの活用も効果的に実施

⇒ 生徒には、何ができて何ができていないか、
何を頑張れば良いのかが理解しやすくなった。

（２）パフォーマンス課題をカリキュラムに位置づける（逆向き設計論）
「本質的な問い」から、パフォーマンス課題を考え、
それを単元末の目標として、各授業を組み立てていく。

前向きに頑張る生徒の増加

例 コミュニケーション英語Ⅰ 日本文化紹介のスピーチ
・原稿作成 ・ペアで練習 ・グループで練習 ・クラスでスピーチ

◎２０１３年度～２０１５年度

「高等学校における多様な学習成果の評価手法に関す
る調査研究」（文部科学省）を授業研究の柱として、

３つのステップで、「評価が難しい多面的な資質・能力
についてその評価手法及び評価指標」について研究
し、授業改善に取り組んだ。その成果を活かす。

(Step1) 生徒主体の授業(アクティブ・ラーニング)に取り組む。

(Step2)指導と評価の計画を意識し、パフォーマンス課題に取り組む。

(Step3)パフォーマンス課題の実践、ルーブリック(評価指標)づくりに取り組む

学校全体の授業研究の取組み
２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２1

多様な学習成果の評価手法に関する調査研究

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３

観点別学習状況評価の取組
スマートスクー
ル事業

１年次必履修科
目ｼﾗﾊﾞｽ作成

２年次必修科
目ｼﾗﾊﾞｽ作成
１年次実践

残りの全科目ｼ
ﾗﾊﾞｽ作成
１、２年次実践

全科目で実践 全科目で実践
及び改善（ＰＤＣ
Ａサイクル）

1人1台ＰＣ（タブ
レット）環境にお
ける授業の研究

基礎学力の定着に向けた調査研究
クローバープラ
ンの継続
授業改善・学習
改善のＰＤＣＡ
サイクルの実践

授業デザイン
シートによる授
業実践パフォーマンス

課題をシラバス
に位置づける

クローバープラ
ン（ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄとﾎﾟｰﾄﾌｫﾘ
ｵ）の開始

ＩＣＥモデルによ
り学びを深める

本日のお話

（１）学校全体で取り組む授業研究

（２）「探究ナビ」の今

～2014年報告から、どう変わったか～

大阪府教育センター附属高校とは？

２０１１年 全国初の「教育センター」附属高校
としてスタート

（イ）「大阪府教育センター」と連携し、
大阪の新しい教育にいち早く取り組む
ナビゲーションスクールとして、

大阪府の教育を先導する役割を持つ

（ロ）実生活で課題を解決する力「PISA型学力」
を育成し、社会に貢献できる生徒を育てる

資質・能力の育成に向けた
10年の授業研究の歩み

～PISA型学力と探究力
の育成をめざして～

大阪府教育センター附属高等学校
田中昌一・池田 径

スライド 1

スライド 3

スライド 5

スライド 2

スライド 4

スライド 6

田中　昌一（大阪府教育センター附属高等学校首席）・池田　径（大阪府教育センター附属高等学校指導教諭）
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（例）「英語のスピーチ」のルーブリック

観点 A:十分満足できる B：おおむね満足できる Ｃ：努力を要する

・よく聞こえる明瞭な発声で話して
いる

・教室全体どこにおいても聞こえる
ような声でスピーチしている。

・ほとんど聞こえないか、教室の位
置により、よく聞こえないことがあ
る。

・意味を理解する上で問題となるよ
うな発音の間違いがない。

・ところどころ発音の間違いはある
が、ないよう理解の妨げになること
はない。

・発音の間違いが多く、内容の理解
を妨げることがある。

・聴衆にまんべんなく視線を送りな
がら、語りかけるように話している。

・主に聴衆の方を向いて話してい
る。

・まったく前を見る様子がない

・適宜、ジェスチャーも交えながら話
している。

・ときおりジェスチャーを交えている。 ・ほとんどジェスチャーがない。

暗記の程度
・まったくかほとんど原稿を見ずに話
している。

・時おり原稿を見ながら話している。
・ずっと原稿を見ており、文章を読む
ような状態になっている。

・説明がはっきりしていて日本文化
について容易にイメージできる。

・説明がある程度はっきりしており、
日本文化について理解することがで
きる。

・日本文化についての説明がわかり
にくい。

・スピーチの中に印象に残る部分が
あり、聞いた後、詳細に思い出せ
る。

・スピーチを聞いた後に、少なくとも
一部分は思い出すことができる。

・印象に残る部分がない。

発音

スピーチの評価基準

話しぶり

内容

パフォーマンス課題の位置づけ

例 数学Ⅰ １次不等式の応用

「当選確実には何票必要か？」
・不等式の性質
・１次不等式の解き方
・文章を読んで、条件を不等式で表す。
・パフォーマンス課題（当選確実の必要票）

例 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ
日本文化紹介のスピーチ

・原稿作成
・ペアで練習
・グループで練習
・クラスでスピーチ（パフォーマンス）

「逆向き設計」で確かな学力を保障する
（西岡加名恵 編著）より

知識・技能の習得を図りながら

思考力・判断力・表現力を伸ばす

（例）観点別学習状況評価に基づくシラバスの雛型（当時）（１）観点別学習状況評価に基づくシラバスの完成と授業の実践

授業の目標・ねらいが明確になった。
（※）ルーブリックの活用も効果的に実施

⇒ 生徒には、何ができて何ができていないか、
何を頑張れば良いのかが理解しやすくなった。

（２）パフォーマンス課題をカリキュラムに位置づける（逆向き設計論）
「本質的な問い」から、パフォーマンス課題を考え、
それを単元末の目標として、各授業を組み立てていく。

前向きに頑張る生徒の増加

授業アンケートの結果より
（４）あてはまる
～（１）あてはまらない
の平均値の推移

スライド 7

スライド 9

スライド 11

スライド 8

スライド 10

スライド 12
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授業の学び・学力向上の取組み

・授業による成果 授業における成果
・実力テストや基礎学力テストにおける成果
・英検、数検定、漢検等の成果

探究的な学び

・「探究ナビ」における成果
・探究で学んだ事を活かした成果

等
（例）「課題研究」による成果

演劇的手法を活かした研究発表

進路学習、
将来の目標に向けた取組み

進路ＨＲ等で学んだ事を活かした成果
等

例「教師にまっすぐ」、大学公開講座参加
府庁内インターンシップ参加 等

部活動・行事等における学び

・部活動・行事、生徒会活動、
ボランティア活動 等

例 大会、コンテスト、
コンクール等の成果、成績

メタ認知能力を育成するには？
ヒントは、「京都大学の教員養成ポートフォリオ」

『アクティブラーニングの評価（松下佳代・石井英真編）』の石井先生の記述より

（３）クローバープラン

2015/8/8高校教育フォーラム 溝上慎一先生（当時・京都大学）講演資料より

ディープ
アクティブラーニング

トランジション

課題依存型⇒自己調整型へ（（Ⅰ）→（Ⅱ））

◎見えてきた課題から、新しい計画へ

【課題】

与えられた課題に対しては、前向きに取り組めるが、

自ら課題を見つけ、計画的に取り組む力が弱い。

・ベネッセ進路マップの成績の伸び悩み
・家庭学習時間が少ない

【対策】 課題依存型の主体的な学び
⇒自己調整型の主体的な学びへ

「メタ認知能力の育成」
「カリキュラムマネジメントの実践」

（例）数Ⅰ 「逆向き設計」論 ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題のｼﾗﾊﾞｽへの位置づけ

４月 ５月 中間 ５月 ６月 期末 ７月 ８月 ９月 １０月 中間

学習項目 数と式 実数 １次不等式・２次関数 ２次関数

パフォーマンス
課題

例題

確認テスト

定期考査の類題

科目の目標
つけたい力

「数と式」「２次関数」「図形と計量」「データの分析」について理解し、各単元の基礎的な知識と技能の習熟を図
る。単元末にパフォーマンス課題を位置づけ、事象を数学的に考察する能力を育て、数学のよさを認識し、さらに
それらを活用する態度を育てる。

野球部のボールの
購入個数の範囲

ミニクロワッサンの
売り上げ金額の

最大値

ビタミンたっぷりな
バナナシェイクを

作成するのに必要な
バナナの本数

たい焼きの売り上げ
金額の最大値

ヘルシーな
バナナシェイクを

作成するのに必要な
バナナの本数

焼きおにぎりの
売り上げ金額の

最大値

２次関数　　２次方程式

連立１次不等式 ２次関数の最大・最小

１０月 １１月 １２月 期末 １月 ２月 期末

正弦定理・余弦定理

Ｘ’masケーキ
の販売価格の

範囲

川にかける
橋の長さの決定

モンブランの
販売価格び範囲

川にかける
橋の長さの決定

シュークリームの販
売価格の範囲

川にかける
橋の長さの決定

２次不等式　　三角比

２次不等式
正弦定理
余弦定理

スライド 13

スライド 15

スライド 17

スライド 14

スライド 16

スライド 18
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（１）「学年別年間指導計画一覧表」のイメージ
◎２０１９年度～２０２０年度

（１）「学年別年間指導計画一覧表」を作成。

３年間の学習の流れを把握し、目標をふまえ、教科等横断的な
視点で、その目標達成に向けた教育内容を組織的に配列する。

（２） 「生徒の力を伸ばす授業デザインシート」を作成、実践・

教員一人ひとりが、授業改善に取り組む。

（３）生徒の主体性を伸ばす為に、ポートフォリオを活用。

（クローバープランをキャリア・パスポートとして実践する。）

（４）１人１台ＰＣ（タブレット）を使った授業を想定し、ＩＣＴを効果的に
活用した指導方法や授業デザインについて、実践・研究。

（スマートスクール推進事業（大阪府））

Ideas
考え

Connections
つながり

Extensions
応用

（Ｉ）基礎、事実、
個々のスキルなど、一
つひとつのアイデアの
理解

（Ｅ）知っていることから今まで
にない状況を推定する／結果を予
測したり、仮定する／学んだこと
の意味合いを理解する／仮説を立
てる／新しい課題に対応する

（Ｃ）自分の知っている
ことと新しいアイデアを
関連づける／２つ以上あ
るいは別々のアイデアを
つなげて理解することが
できる

教育センター附属高校校内研修資料より
（京都情報大学院大学・土持ゲーリー法一先生（当時帝京大学） 22

（４）「ＩＣＥモデル」により、学びを深める（３）クローバープラン

クロローーーーーーーバババババーーーーーーープラン
• この４つの学習や取組みを、高校３年間を通
して行い、その成果をクリアーファイルにポー
トフォリオとしてストックしながら、目標を持っ
た高校生活を送る。

• 将来の目標を考え、自分が今何をすべきか、
何が自分に足りないかを考え、自己調整をす
る。（メタ認知能力）

• このような高校生活を通して、社会で生き抜く
力を身につける。

スライド 19

スライド 21

スライド 23

スライド 20

スライド 22

スライド 24
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「探究ナビ」

30

・可能性の豊かさ

・課題の多さ

2017年度～本校着任

着任して感じたこと

本日のお話

（１）学校全体で取り組む授業研究

（２）「探究ナビ」の今

～2014年報告からどう変わったか～

昨日１２／４（金）は授業研究の校内研修でした

１１月授業公開月間の「全体研究授業」の研究協議

～ 「授業デザインシート」に基づく２つの研究授業

（そのうち一つは、スマートスクール推進事業の研究授業

として、1人1台タブレットを用いた授業）

（２）「生徒の力を伸ばす授業デザインシート」のひな型

スライド 25

スライド 27

スライド 29

スライド 26

スライド 28

スライド 30
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教職員探究研修でアイスブレイクやファシリテーションの
進め方を体験的に理解する。

36

教職員探究研修でアイスブレイクやファシリテーションの
進め方を体験的に理解する。

35

→生徒をコミュニケーションへと動機づける

34

②生徒のために探究型授業がある

①生徒をコミュニケーションへと追い詰めない

→探究型授業のために
生徒がいるのではない

～アイスブレイクで大切なこと～

※良きアイスブレイカー＆ファシリテーターになるために

アタマで理解する ココロとカラダも使って体験する
（動いて感じて理解する）

33

②社会のコミュニケーション化による
コミュニケーションからの撤退
（例）自称コミュ障、伊達マスク、ぼっち席

～なぜアイスブレイクなのか～

①コミュニケーションツールの発達による
コミュニケーション能力の低下
（例）イエデンとスマホ、電話が苦手な新入社員

現在、学問領域のみならず多くの分野で「コミュニケーション的転回」が進行してい
ます。（中略）それは「人と人が何らかの合意に至ろうとして話し合ったり共に行動し
たりすることが、多くの分野や場所で重要な意味を持つようになった」ということです。
高田明典『現代思想のコミュニケーション的展開』（筑摩書房、2011年）．

③クラス内のポジショニングの問題
（例）スクールカースト、キャラ設定、“優しい関係”

土井隆義『友だち地獄--空気を読む世代のサバイバル』（ちくま新書、2008年）．

32

探究
・主体的
・対話的
・深い学び

アイスブレイク
（コミュニケーションの土台作り）

コミュニケーション
話し合い、発表、
傾聴、相互評価ｅｔｃ

学びのプロセスの
デザイナー

コミュニケーション
を活性化する
ファシリテーター

コミュニケーション
の土台を作る
アイスブレイカー

教員の役割探究型授業

教職員探究研修なぜ「探究」なのか

31

教育の今日的課題を
教員と共有する

共通理解＋実践力

スライド 31

スライド 33

スライド 35

スライド 32

スライド 34

スライド 36

34



42
⇒大学側：入試改革（多面的総合的選抜の実現）

～新しい時代に必要となる資質・能力～

⇒高校側：授業改革（主体的、対話的で深い学び）

なぜ探究ナビなのか②新学習指導要領

41

学校
小・中・高・大学

社会
第４次産業革命、ソサエティ5.0、
超スマート社会ｅｔｃ

どんな課題
が出るか

与えられた課題
答えが決まっている課題

誰と解くか ひとりで

解いている
間は

黙っている

分からない
ときは

先生が教えてくれる

参考等 教科書・資料集
インターネットを見る

課題解決
の形式

自学自習型

→自ら見つけた課題
→答えが多様な課題
→みんなで
→話し合う・学び合う

→分かる人を探して聞く
→現場に行って調べる
→インターネットで聞く
→インターネットでつながる
→協働・探究型

なぜ探究ナビなのか①学校と社会のギャップ

探究ナビとはどんな授業か

クエストカップｂｙ教育と探求社

⇒全国大会2019の様子をご覧下さい。

先輩たちが「探究ナビⅢ」で取り組んできたこと

＝実在の企業が出すミッションに合う
商品・サービスをクエスト（探究）し、

プレゼンテーションする

２年前から参加し、
２年連続全国大会出場！

探究ナビとはどんな授業か

探究
・主体的
・対話的
・深い学び

アイスブレイク
（コミュニケーションの土台作り）

コミュニケーション
話し合い、協働、
発表、相互評価ｅｔｃ

本校生徒は全員
週１回、２時限連続の
「探究ナビ」を
３年間受け続けます！

探究ナビⅠ（１年生）
＝人とつながる

探究ナビⅡ（２年生）
＝社会とつながる

探究ナビⅢ（３年生）
＝自己の未来を切り拓く

探究ナビⅠ 第１回

－オリエンテーション－

探究の授業について、社会の変化

や自己の将来と関連付けて理解し、

他者に説明することができる。

38

なぜ「探究」なのか

37

教育の今日的課題を
生徒と共有する

意味＋動機

※教員による
意味づけ、価値づけ

スライド 37

スライド 39

スライド 41

スライド 38

スライド 40

スライド 42

35

事
例
報
告
②

第
１
部



要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

アイス
ブレイ
ク

アイスブレイク
と探究の授業
の関連性につ
いて説明でき
る。

アイスブレ
イクについ
て理解して
いる。

アイスブレイクを
実生活の具体
的な場面で役立
てることを想定
できる。

Ｉ ：アイスブレイクとは何ですか。

Ｃ：なぜアイスブレイクを探究の授業で行うのか。
アイスブレイクが探究の授業で必要な理由を
説明しなさい。

Ｅ：アイスブレイクのやり方を学ぶと、実生活のどんな
場面でどんな風に役立てられますか。

第２回授業「探究とアイスブレイク」

探究ナビⅠ ２学期第１回

－ 振り返りの重要性 －

学びの記録（ポートフォリオ）を
作成し、自分の学びを自分で
振り返る（メタ認知する）ことで、
自分の学びを自覚し、定着させ、
自己の成長につなげる。

47

探究ナビⅠ
（１）テーマ「人とつながる」
※探究ナビⅡ「社会とつながる」、探究ナビⅢ「未来を切り拓く」

→コミュニケーションを通して自己理解、他者理解を深め、
社会の中で自己を表現して生きることができるようになる。

（２）コンテンツ
１学期
①アイスブレイク（クラス開きＨＲ）
※名前や言葉が持つ力とその使い方
②チームビルディング
※目標を共有することでチームになれる素晴らしさと怖さ
③コミュニケーションⅠ
※ノンバーバル、イエスアンドとＩメッセージ、コンセンサス
・防災（災害シミュレーションゲーム）
・夏休みの宿題（フィールドワーク＆プレゼンテーション）

今回のＩＣＥルーブリック
要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

探究
ナビ

探究ナビの授
業内容につい
て、社会の変
化と関連付け
て説明できる。

探究ナビの
授業内容に
ついて理解
している。

探究ナビの授業
内容が、自己の
将来において役
立つ場面を具体
的に想定できる。

探究ナビはどのような授業なのか、社会の変
化や自己の将来と関連付けて説明しなさい。

今回の振り返り

今回の「振り返り」をしてみよう！

探究では「振り返り」が重要です！

ＩＣＥモデルで評価
Ｉ deas（I）：アイデア
＝基礎的な知識や技術の学び
Ｃonnections（C）：つながり
＝基礎的な知識や技術どうしのつながり

を課題や作業を通じて理解する学び
Ｅxtensions（E）：応用
＝自らの体験や生活に結び付けた知の

応用、新しい価値を生み出す学び
43

本校は１０年前の創立時から
本校独自の新しい科目として
「探究ナビ」を実施してきました

［従来の授業］
講義型

知識の注入
教師から生徒へ
一方通行

[探究ナビ]
参加型

知識の活用
生徒の学びを
教師がサポート

スライド 43

スライド 45

スライド 47

スライド 44

スライド 46

スライド 48
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振り返りの重要性②メタ認知

53

メタ（meta）
＝１つ上の視点から

メタ認知
＝自分で自分を見る
＝自分の学びを自覚する

モニタリング コントロール

振り返りの重要性 まとめ

54

振り返る

＝自分の学びの記録を自分で見て
自分の学びを自覚する！

振り返り
学びの自覚
(定着・応用) 自己の成長

＝ポートフォリオを
メタ認知する！

１学期全体の授業内容を振り返ろう！

振り返りの重要性①ポートフォリオ

52

ポートフォリオ

＝｢学びの記録｣を残し、
生徒が自らの学びの
プロセスを振り返って、
評価するためのもの

Portafoglio（伊）→Portfolio（英）
・Porta＝「運ぶ」 書類を運びながら

出し入れできるケース・Foglio＝「紙」

要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

つなげて
返して
合意する

グループで話し合って
合意を取る時に、メン
バー全員が納得する
にはどうすれば良い
か、自分の体験とつ
なげて説明できる。

相手を否定せず
に自分の意見を
返す（主張する）
方法を具体的に
説明できる。

日常生活で、両者の間のコ
ミュニケーションに断絶が生じ
る時、そこに想定されるコミュ
ニケーション上の問題点を指
摘し、それに対する改善策を
提案できる。

Ｉ ：相手を否定せずに自分の意見を返す（言う）方法には、
どんなもの（言い方）がありますか。具体的に説明しなさい。

Ｃ：グループで話し合って合意を取る時、なるべくメンバー
全員が納得するにはどうすれば良いですか。今日の
体験とつなげて具体的に説明しなさい。

Ｅ：日常生活で、お互いに「もう話したくない」と感じて、関係
が断絶しそうになる時、コミュニケーションの面から見ると、
その２人にはどんな問題が生じていると考えられますか。
考えられるコミュニケーション上の問題点の指摘と、改善方法
の提案をしなさい。

第５回授業「つなげて返して合意する」

要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

コミュ
ニケー
ション

Ｉ ：ノンバーバル・コミュニケーションの重要性（影響力）
について、説明しなさい。ただし、説明の中に必ず
「メラビアンの法則」という用語を入れること。

Ｃ：相手のメッセージを受け止めるためには、どういうこと
が大事になりますか。今日のゲームや聴くワークで
分かったこととつなげて、具体的に説明しなさい。

メッセージを受け止
めるときに大事にな
ることを、自分の体
験や学びとつなげて
具体的に説明できる。

ノンバーバル・コミュニ
ケーションの重要性
（影響力）について、学
んだ知識を使って自分
の言葉で説明できる。

現代の社会で受け止
めることを専門にする
職業が存在し、人々に
必要とされている理由
を分析できる。

Ｅ：現代の社会でカウンセラーという職業が存在し、
人々に必要とされているのはなぜだと思いますか。
あなたの考えを書きなさい。

第４回授業「発信と受信、バーバルとノンバーバル」

要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

人間
関係
作りと
集団
作り

仲間作りが仲間
はずれ作りにつ
ながる例を、自
分の体験や社会
の事例に当ては
めて説明できる。

人間関係作り
や集団作りを
促進する要素
について、自
分の言葉で説
明できる。

異質なものや少数
派を排除しない集団
づくりのために、自
分のできることを考
え、周囲に働きかけ
ることができる。

Ｉ ：人間関係作りや集団作りを促進したり、チームワーク
を高めたりするためには、どのようなことをすれば良い
か、説明しなさい。

Ｃ：仲間作りが仲間はずれ作りにつながる例を、自分の
体験や社会の事例と結びつけて説明しなさい。

Ｅ：以下の状況で、あなたならどのように言いますか。
今日の授業を踏まえてセリフの形で答えなさい。

第３回授業「人間関係作りと集団作り」

スライド 49

スライド 51

スライド 53

スライド 50

スライド 52

スライド 54
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探究ナビⅠ ２学期第５回

－適性検査と職業調べ－

適性検査の結果に基づいて、
適性のある職業について調べ
るとともに、様々な職業につい
ても広く知り、働く意味を考える。

60

２学期
④コミュニケーションⅡ
※アンガーマネジメント、ピアメディエーション
⑤キャリア教育（コミュニケーション応用）
※仕事と人生、適性検査と職業調べ、仕事カルタ
※社会人（当事者）に成りきって就職説明会を実施

58

集団で話している時に会話に入れ
ていない子がいたら、今まで以上
に気にかけるようになった。こんな
風に言っても大丈夫かなと相手の
ことをよく考えるようになった。

２学期第１回振り返り返り用紙より
Ｅ：１学期に学んだことによって、あなたの考え方
や行動にどのような影響や変化がもたらされま
したか。

57

この授業を受ける前は、クラスになじ
めるかどうか心配だったり、あまり他の
子に自分から話にいったりしなかった
のですが、この授業で人との関わり方
を学んで、前よりも自分から話しかけ
たりするようになったと思います。

２学期第１回振り返り用紙より
Ｅ：１学期に学んだことによって、あなたの考え方
や行動にどのような影響や変化がもたらされま
したか。

56

私は１学期に探究の授業をして人との関
わり方が変わったなと思いました。人と話
す時は微笑むなどと考えるようになりまし
た。昔は愛想がまったくなかったからです。
もう一つ変わったことは周りをよく見ること
です。周りをよく見て気づける人間になろう
と思ったからです。

２学期第１回振り返り用紙より
Ｅ：１学期に学んだことによって、あなたの考え方
や行動にどのような影響や変化がもたらされま
したか。

要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

振り
返り

１学期の授業
全体を振り返り、
自らの学びや
気づきを総合的
に説明できる。

１学期の授業
内容から最も
印象に残って
いるものを選び、
理由を説明で
きる。

１学期の学びが
自己の生き方
（考え方・行動）
にもたらした影響
や変化を分析で
きる。

Ｉ ：１学期の授業内容で最も印象に残っているものを
ひとつ選び、理由を書きなさい。

Ｃ：１学期の授業全体を通して、総合的に考えると、
あなたにとって最も重要な学びや気づきは何だった
と思いますか。

Ｅ：１学期に学んだことによって、あなたの考え方や行動
にどのような影響や変化がもたらされましたか。

２学期第１回「振り返りの重要性」

スライド 55

スライド 57

スライド 59

スライド 56

スライド 58

スライド 60
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66

２学期第５回振り返り用紙より

Ｅ：生徒Ａ「先生が黒板に書いたものをノート
に写しています」生徒Ｂ「進学するのに
必要なので勉強しています。生徒Ｃなら？

私が新しい学問を作り、
後世に残したいから、
勉強をしています。

65

２学期第５回振り返り用紙より

Ｅ：生徒Ａ「先生が黒板に書いたものをノート
に写しています」生徒Ｂ「進学するのに
必要なので勉強しています。生徒Ｃなら？

お金や家は燃えたらなくなります。ただ、
自分の勉強した知識は消えません。

知識は一番の財産であり、その財産を
蓄えています。

64

２学期第５回振り返り用紙より

Ｃ：「学校の勉強なんて将来役に立たない」
と言う友人に何と言う？

確かに直接役に立つことは少ないかも
しれないね。でも、考え方とか調べ方、
人と話し合って物事を解決することがで
きる力が身についてるはずだよ。それは
将来、人と過ごしていく上で、すごく大事
なことだよ。

63

２学期第５回振り返り用紙より

Ｃ：「学校の勉強なんて将来役に立たない」
と言う友人に何と言う？

将来に役立つか役立たないかじゃなくて、
学校の勉強が社会の中でどんな役割を
果たしているか考えてみようよ。

62

２学期第５回振り返り用紙より

Ｃ：「学校の勉強なんて将来役に立たない」
と言う友人に何と言う？

学校の勉強は“させられてる”じゃなくて、
“したいから”という理由で進学したん
じゃないの？それを役に立たないという
のなら、自分がしたい職業についたとし
ても、何もできないよ。

２学期第５回「適性検査と職業調べ」

要素 Ｉ（アイデア） Ｃ（つながり） Ｅ（応用）

適性と
職業

仕事と学問の関連
について、説得力
のある内容で表現
できる。

仕事について調
べ、得た情報を
まとめて提示す
ることができる。

意味を深く考える
ことが意欲の高さ
を支えることを、
日常生活で創造
的に活用できる。

Ｉ ：今回調べた仕事の中からひとつ選び、その仕事の内容や
やりがい、その仕事に就くためにやっておくべきこと等の情報
をまとめて紹介して下さい。

Ｃ：仕事（働くこと）と学問（学ぶこと）は関連していることを踏まえた
上で、「学校の勉強なんて将来役に立たない」という友人に、
そうではないことを説得力のある言葉で伝えて下さい。

Ｅ：授業を受けている高校生に「あなたは何をしているのですか」
と聞いたところ、生徒Ａは「先生が黒板に書いたものをノート
に写しています。」と答え、生徒Ｂは「進学するのに必要なので
勉強しています。」と答えました。最も意欲の高い生徒Ｃなら、
何と答えるでしょう。

スライド 61

スライド 63

スライド 65

スライド 62

スライド 64

スライド 66
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就職説明会生徒の学びを教員がサポート

も活用してグループワーク「探究ナビⅠ」授業風景

68

就職説明会について

チームで仕事をひとつ選び、
その仕事をしている社会人に成りきって、
学生向けの就職説明会を開催する。

仕事内容、年収などの労働条件、
やりがいをプレゼンテーションする

今回は各チーム模造紙１枚、
持ち時間５分以内で実施する。

生徒同士でプレゼン評価をする。
67

２学期第５回振り返り用紙より

Ｅ：生徒Ａ「先生が黒板に書いたものをノート
に写しています」生徒Ｂ「進学するのに
必要なので勉強しています。生徒Ｃなら？

将来どこかで、誰かのために
役に立つと思って、たくさんの
ことを学んでいます。

スライド 67

スライド 69

スライド 71

スライド 68

スライド 70

スライド 72
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「探究２．０」へ

78

これまでは探究の授業を
やっている＝先進的先導的

→これからはその中身が問われる

今後の課題
・探究に取り組む体制の充実
・１人１台タブレットのさらなる活用
・探究ナビⅢの内容再編

77

専門知集合知

集団 専門家

多様性 専門性
対話

対話

教員 劇団員

外部との連携 ≠ 外部への丸投げ
=外部との対話の機会

生徒 劇団員

76

会話＝価値観や生活習慣なども近い親しい者同
士のおしゃべり。
「対話」は、ＡとＢという異なる二つの論理が摺(す)
りあわさり、Ｃという新しい概念を生み出す。ＡもＢ
も変わる。まずはじめに、いずれにしても、両者と
も変わるのだということを前提にして話を始める。
平田オリザ『わかりあえないことから』（講談社現代新書、2012年）

劇作りについて

「存在の肯定」をしあいながら、
「対話」を重ねて物語を作り、上演する。

※台本、音響、衣装、小道具大道具等を使わない。

探究ナビⅠ発表会＠教育センター大ホール

⇒集大成として
創作劇を発表

「探究ナビⅠ」のテーマ
＝人とつながる

２学期
④コミュニケーションⅡ
※アンガーマネジメント、ピアメディエーション
⑤キャリア教育（コミュニケーション応用）
※仕事と人生、適性検査と職業調べ、仕事カルタ
※社会人（当事者）に成りきって就職説明会を実施
⑥劇作り（コミュニケーション総合）
※台本、音響、衣装、小道具大道具等を使わない
創作劇を上演

３学期
・創作劇のクラス発表会
・クラス代表班の発表会
（教育センター大ホール）

探究ナビ生徒による審査
スライド 73

スライド 75

スライド 77

スライド 74

スライド 76

スライド 78
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資質・能力の育成に向けた 10 年の授業研究の歩み 
～PISA 型学力と探究力の育成をめざして～ 

大阪府教育センター附属高等学校 田中 昌一 
池田  径 

 
１．学校全体で取り組む授業研究 

（１）取り組みの概要 
2013 年度より始まった授業研究は、文部科学省の２つの調査研究事業「高等学校における多様な学習成 
果の評価手法に関する調査研究」「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究」を通し 
て、授業実践と検証を行ってきた。 

 
（２）2013 年度～2015 年度 高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究（文科省） 

 
（３）2016 年度～2018 年度 高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究（文科省） 
 

・観点別学習状況評価の取り組み 
シラバスや定期考査を観点別で考える中で、教員は生徒につけたい力をより具体的に考える事が

できるようになり、生徒も目標を具体的に捉えられるようになったが、総括的評価よりも、形成

的評価として進めてきた。 
 
・パフォーマンス課題をカリキュラムに位置付ける（逆向き設計論） 

その単元で身につけてほしい力を考え、パフォーマンス課題を設定し、それを目標として、  
それまでに丁寧な授業を行って「知識・技能」の定着をはかる形が、見えてきた。  

 
・２つのクローバープラン（カリキュラムマネジメントとポートフォリオ） 

それぞれの部署での取り組みを、めざす学校像に向け、連携して進める事の大切さを意識しても

らう為にまとめ、カリキュラムマネジメントの研修を行った。 
ポートフォリオを使った指導は、「メタ認知能力」「自己調整能力」を伸ばし、主体的に学ぶ

生徒を育てるのがねらいで、学年進行で始めた。 
 

・「ICE モデル」により、学びを深める  
ルーブリックの質の改善をねらいとし、「探究ナビ」で活用していた ICE モデルの考え方を、 
すべての教科に広げる為、研修を実施し、学校全体で共有できるようになった。  

 
（４）2019 年度～2020 年度 授業改善、学習改善のＰＤＣＡサイクルの実践  

・「学年別年間指導計画一覧表」（カリキュラムマネジメントの研修の成果物を活用） 
３年間の学習の流れを見える化（視覚化）し、学年の目標・育てたい力、教科・科目のつけたい力

をふまえ、教科横断的な視点で、その目標達成に向けた教育内容を組織的に配列し、改善する計画。 
→ つけたい力を意識し、授業改善に活かす 

 
・「生徒の力を伸ばす授業デザインシート」～教員一人ひとりが、授業改善に取り組む。  

「生徒につけたい力」と「各担当者の思い」を掛け合わせ、新たな「授業デザイン」を作成し、 
授業実践。 
（※）その中で、１人１台ＰＣを使った授業を想定した「授業デザイン」にもチャレンジ 

（スマートスクール推進事業（大阪府）） 
 

・クローバープラン（ポートフォリオ）をキャリア・パスポートとして実践する。 
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資質・能力の育成に向けた 10 年の授業研究の歩み 
～PISA 型学力と探究力の育成をめざして～ 

大阪府教育センター附属高等学校 田中 昌一 
池田  径 

 
１．学校全体で取り組む授業研究 

（１）取り組みの概要 
2013 年度より始まった授業研究は、文部科学省の２つの調査研究事業「高等学校における多様な学習成 
果の評価手法に関する調査研究」「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究」を通し 
て、授業実践と検証を行ってきた。 

 
（２）2013 年度～2015 年度 高等学校における多様な学習成果の評価手法に関する調査研究（文科省） 

 
（３）2016 年度～2018 年度 高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善のための調査研究（文科省） 
 

・観点別学習状況評価の取り組み 
シラバスや定期考査を観点別で考える中で、教員は生徒につけたい力をより具体的に考える事が

できるようになり、生徒も目標を具体的に捉えられるようになったが、総括的評価よりも、形成

的評価として進めてきた。 
 
・パフォーマンス課題をカリキュラムに位置付ける（逆向き設計論） 

その単元で身につけてほしい力を考え、パフォーマンス課題を設定し、それを目標として、  
それまでに丁寧な授業を行って「知識・技能」の定着をはかる形が、見えてきた。  

 
・２つのクローバープラン（カリキュラムマネジメントとポートフォリオ） 

それぞれの部署での取り組みを、めざす学校像に向け、連携して進める事の大切さを意識しても

らう為にまとめ、カリキュラムマネジメントの研修を行った。 
ポートフォリオを使った指導は、「メタ認知能力」「自己調整能力」を伸ばし、主体的に学ぶ

生徒を育てるのがねらいで、学年進行で始めた。 
 

・「ICE モデル」により、学びを深める  
ルーブリックの質の改善をねらいとし、「探究ナビ」で活用していた ICE モデルの考え方を、 
すべての教科に広げる為、研修を実施し、学校全体で共有できるようになった。  

 
（４）2019 年度～2020 年度 授業改善、学習改善のＰＤＣＡサイクルの実践  

・「学年別年間指導計画一覧表」（カリキュラムマネジメントの研修の成果物を活用） 
３年間の学習の流れを見える化（視覚化）し、学年の目標・育てたい力、教科・科目のつけたい力

をふまえ、教科横断的な視点で、その目標達成に向けた教育内容を組織的に配列し、改善する計画。 
→ つけたい力を意識し、授業改善に活かす 

 
・「生徒の力を伸ばす授業デザインシート」～教員一人ひとりが、授業改善に取り組む。  

「生徒につけたい力」と「各担当者の思い」を掛け合わせ、新たな「授業デザイン」を作成し、 
授業実践。 
（※）その中で、１人１台ＰＣを使った授業を想定した「授業デザイン」にもチャレンジ 

（スマートスクール推進事業（大阪府）） 
 

・クローバープラン（ポートフォリオ）をキャリア・パスポートとして実践する。 
 

 
２．「探究ナビ」の今 

（１）理念を広く実践に落とし込む 
・教員との共有 教職員研修（探究研修） 

探究ナビⅠ、Ⅱ、Ⅲの第１回授業をアイスブレイク（クラス開き HR）とし、その内容を「いじめ

防止プログラム」の一環に位置づけて全教職員で共有。その際に、探究型授業の構造とファシリテ

ーションのスキルについて共通理解し、クラス開き HR を体験する形で実践力を養う。 
 

・生徒との共有 探究ナビオリエンテーション 
探究型授業が求められる社会的背景、新学習指導要領の中身、探究型授業の特徴を理解し、振り返

りを評価する ICE モデルを知る。 
 

（２）新しい教育用語を共通言語にする  
・ポートフォリオやメタ認知について学び、振り返り時に実践する。 

 
（３）探究ナビの目標を具体化する 

・探究ナビⅠ「人とつながる」、探究ナビⅡ「社会とつながる」、探究ナビⅢ「未来を切り拓く」  
 
・探究ナビⅠ「人とつながる」 

＝コミュニケーションを通して自己理解、他者理解を深め、社会の中で自己を表現して生きること

ができるようになる。 
 

コンテンツ 
①アイスブレイク（クラス開きＨＲ） 
※名前や言葉が持つ力とその使い方 
②チームビルディング 
※目標を共有することでチームになれる素晴らしさと怖さ  
③コミュニケーションⅠ 
※ノンバーバル、イエスアンドとＩメッセージ、コンセンサス  
④コミュニケーションⅡ 
※アンガーマネジメント、ピアメディエーション  
⑤キャリア教育（コミュニケーション応用）  
※仕事と人生、適性検査と職業調べ、仕事カルタ  
※社会人（当事者）に成りきって就職説明会を実施  
⑥劇作り（コミュニケーション総合） 
※台本、音響、衣装、小道具大道具等を使わない創作劇を上演  
※劇団員との対話 

 
（４）今後の課題 

・探究に取り組む体制の充実 
・１人１台タブレットのさらなる活用 
・探究ナビⅢの内容再編 
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年度

２０１１

２０１２

２０１３
ＳＴＥＰ１
生徒主体の授業(アクティブ・
ラーニング)に取り組む

２０１４

ＳＴＥＰ２
指導と評価の計画を意識し、
パフォーマンス課題に取り組
む。

１年次必履修科目
シラバス作成

第１回校内研修（観点別学習状況評価について学ぶ
ワークショップ（生徒向けのシラバスを考える））
→シラバスの雛型を作成
第２回校内研修（各教科のＡＬの共有　11月授業研究月間に向けて）
11月授業研究月間（観点別学習状況評価を意識した授業に取組む、
各教科の研究授業）
第３回校内研修（全体研究授業（数学・英語）の研究協議）
第４回校内研修
（各教科のシラバス説明、各教科研究授業の報告と共有）

２０１５

ＳＴＥＰ３
パフォーマンス課題の実践、
ルーブリック(評価指標)　づく
りに取り組む

２年次必修科目
シラバス作成
１年次実践

第１回校内研修（観点別学習状況評価の学習会
～観点別学習状況評価に基づく定期考査の作成及び返却について）
→定期考査振り返りカードの作成（形成的評価がねらい）
６月教科授業研究月間（各教科研究授業と相互見学）
第２回校内研修（６月教科授業研究月間の総括）
８月教育課程協議会（各教科観点別学習状況評価の取組の発表）
11月授業研究月間（各教科のＳＴＥＰ３の研究授業と３年間の総括）
第３回校内研修（全体研究授業（社会・理科・探究）の研究協議）

２０１６
カリキュラムマネジメントを考
え、パフォーマンス課題をシ
ラバスに位置づける

残りの全科目
シラバス作成
１、２年次実践

第１回校内研修（各教科３年間の取組の発表と本年度の計画発表、
基礎学力の調査研究の説明）
６月初任者研修・研究授業実施
第２回校内研修（講演「アクティブに学ぶ」）
11月授業研究月間
（パフォーマンス課題に取り組む　各教科の研究授業）
第３回校内研修（全体研究授業（社会・理科）の研究協議）
第４回校内研修（講演「新しい学力と学力評価について」）

２０１７

「カリキュラムマネジメントの
実践」と「生徒のメタ認知能力
を伸ばすポートフォリオの指
導」の２つのクローバープラン
をもとに取り組む。

全科目で実践

第１回校内研修（附属高校におけるカリキュラムマネジメント）
６月教科授業研究月間（めざす学校像をふまえた教科目標をもとに教科で
工夫をし、相互見学）
第２回校内研修（続カリキュラムマネジメント・実践編）
１１月授業研究月間（『主体的・対話的で深い学び』を実現する授業
～エビデンスに基づく調査研究の実践）
第３回校内研修（全体研究授業（数学・理科・英語）の研究協議）

２０１８

「クローバープラン」の継続。
「ＩＣＥモデル」をもとにルーブ
リックの質の改善。
「基礎学力の定着」に向けた
ＰＤＣＡサイクルの構築。

実践の継続及び改
善（ＰＤＣＡサイク
ル）

第１回校内研修（ＩＣＥモデル入門編）
第２回校内研修（ＩＣＥモデル実践編）
６月教科授業研究月間（教科で決めたテーマにそった取組みの実践。
その検証を１１月研究授業、総括へつなげる。）
第３回校内研修（Japan-e-portfolio）
第４回校内研修（６月実践の発表・共有、１１月授業研究月間に向けて）
１１月授業研究月間（「基礎学力の定着に向けてＰＤＣＡサイクルの構築に
向けた授業実践と検証」～調査研究の総括へ）
第５回校内研修（全体研究授業（国語・社会・数学）の研究協議）

２０１９

６月教科授業研究月間（教科テーマに基づくＰＤＣＡサイクルの実践。
「年間指導計画」の「各科目のつけたい力」を意識した授業実践。）
第１回校内研修（「カリキュラムマネジメント」（その３）
PDCAサイクル確立に向け、生徒の『今』を考える。）
１１月授業研究月間（６月のテーマに再チャレンジ。「各科目のつけたい力」
を意識した授業実践、各教科の取り組みを全体で共有。）
第２回校内研修（全体研究授業（社会・芸術）の研究協議）

２０２０

スマート
スクール
推進事
業

（１）教員一人ひとりが、授業
改善に取り組む。
（２）生徒の主体性を伸ばす
為に、ポートフォリオを活用を
継続。

第１回校内研修（ロイロノートを触ってみよう。）
第２回校内研修（オンライン授業について）
第３回校内研修（ロイロノート授業実践発表。授業デザインシートについて情
報交換、共有）
１１月授業公開月間（授業デザインシートに基づく授業実践。1人1台タブ
レット環境における各教科の研究授業。）
第４回校内研修（全体研究授業（社会・英語）の研究協議）

・全員が「生徒の力を伸ばす
授業デザインシート」を作
成、授業実践
・クローバープランをキャリ
ア・パスポートとして実践
・１人１台ＰＣ環境における
授業の研究

（別紙１）　大阪府教育センター附属高校におけるこれまでの授業研究の取組みの概要

授業研究委員会の設置
第1，2回校内研修（Ｃ附属の授業スタンダード確立に向けて）
→授業観察シート作成
11月授業研究月間（研究授業の実施と相互見学）
第3回校内研修（全体研究授業（探究ナビ）の研究協議）

各年度の目標（調査研究のSTEP) 授業研究委員会の具体的な取組
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組

「クローバープラン」の継続。
授業改善、学習改善の為のＰＤＣＡサイ
クルの実践。
「教科内研修」の実施

ＰＤＣＡサイクルの実践
（教科の自主性の尊重
と全体での共有）
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４月 ５月 中間 ５月 ６月 期末 ７月 ８月 ９月 １０月 中間 １０月 １１月 １２月 期末 １月 ２月 期末

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
遠足

体育大会
保護者懇談

文化祭

保護者懇談
科目選択
学びの基礎
診断

遠足準備・体
育大会種目

適性検査
交通安全指導

選択説
明会

文化祭討議
人権講演
会

文化祭準備 文化祭準備 大学見学会
選択説明会
生徒会役選
挙

分野別説明会
球技大会準備
分野別説明会

学習項目
クラス開き

良い出会いを作
る

一年
の
振り返

科目の目標
つけたい力

学習項目

科目の目標
つけたい力

学習項目

科目の目標
つけたい力

学習項目
現代社会の
諸課題

青年期
国際

経済・政治

課題
探究
学習

科目の目標
つけたい力

学習項目 数と式 実数 １次不等式・２次関数 ２次関数 ２次方程式 ２次不等式 データの分析三角比・正弦定理 余弦定理

数学Ⅰ
科目の目標
つけたい力

学習項目 場合の数 順列 組み合わせ 確率

科目の目標
つけたい力

学習項目 物質の構成 物質と化学結合
身の回り
の物質

夏の課題 物質量

科目の目標
つけたい力

学習項目
選択③
球技

科目の目標
つけたい力

選択①②と同じ

学習項目

科目の目標
つけたい力

芸術Ⅰ
科目の目標
つけたい力

学習項目

科目の目標
つけたい力

学習項目 色彩まとめ高校展鑑賞

科目の目標
つけたい力

学習項目

科目の目標
つけたい力

学習項目
ハリーポッ
ターからの
メッセージ

科目の目標
つけたい力

学習項目 助動詞

科目の目標
つけたい力

学習項目
自分らし
い行き方
と家族

子どもとかか
わる

子どもと
かかわる

衣生活を
つくる

科目の目標
つけたい力

学習項目 著作権
情報のディジ
タル化

情報の
ディジタル

化

科目の目標
つけたい力

人間の違いを学び、年齢や状況により変化していく人間を学び、その中で
も変わらない自分、自分の得意なことなどを確立していく。他人を援助し、
自分が他人にどう援助してほしいかを他人に伝え、助け合って生きる。

自分の頭で考え、責任を持って自分の
生活の主人公になる。

自分で物事を決めそれが社会にどうつながっていくかを学び、
生活を自分でデザインする。

アルゴリズム
プログラミング

与えられたテーマに沿って、自分から疑問や好奇心を持って、問題を発見してゆく姿勢
教科書や参考書、インターネットなどを通じて情報を集め、整理・分析し、課題を解決する方法を考える姿勢
複数の情報源を参照することで、手に入れた情報が正しいかどうかを分析し、判断しようとする姿勢

家庭基礎

社会と情報

wordで自己紹介作成
肖像権・パブリシティ権

Excelを用いた資料作成
パワーポイントを用い

た
プレゼンテーション

情報通信
セキュリティ

消費行動を考える
高齢者とかかわる／

社会福祉
食生活をつくる

食生活をつくる／
住生活をつくる

英語表現Ⅰ

文型と動詞 時制・完了形 助動詞・不定詞 動名詞・分詞・関係詞 比較・仮定法

コミュニケーションに必要な文法事項の定着を図る

感受性をもって鑑賞し、技能的
に表現する力をつける。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

日本文化と異文化の差
異について

パンダを取り巻く環境
アンパンマンの人気

の理由

携帯電話の問題点
ユニヴァーサルデザイ
ンについて学ぶ

自転車の利点
大人とは何かの定
義づけ

フードマイルズとは
サッカー選手の論理
について

コミュニケーションに関心を持ち、積極的に言語活動をおこなう

書道Ⅰ

書表現基礎　用具用材について　 楷書の基本 楷書古典学習　唐代 仮名 様々な古典

①用具用材の特性を知り、、表現意図に合わせた表現技能を身につける
②扱う題材により、どのような表現の工夫がなされているかを考察する。
③５０音の歴史と日本語の発音について、カリマネ意識した授業をおこなう。

結構法の基本を理解し、基本点画を書写するための技能を
身につける。話を聞きながら、メモをとる力をつける。また、
読みやすい文字を書く習慣づける。

古典での結構法の工夫と、書表現の関連性を理解す
ることで、感性をもって古典の特徴を表現し鑑賞する
力をつける。また歴史的背景の説明ではをカリマネを
意識。

仮名文字の成立を学ぶことで、
文字の歴史に関心を持ち正確
に文字を書く習慣をつける。

美術Ⅰ

色彩基本演習 色彩演習「四季」 デッサン 絵画制作 紙テープクラフト

表色の基本的な概念を理解し、混色や配色が出来る能力をつける
モデルの観察を通して、物の質感や立体感を表現するのに、い
ろいろな画材で描画できる力をつける

意図やねらい通りに形を構成
する力をつける

音楽Ⅰ

合唱・ギター・創作・鑑賞
音楽の歴史（２０世紀の音楽）

パートの役割の理解とふさわしい表現
の工夫
ギターの基礎的な奏法

保健

現代社会の健康観、環境つくりと、応急手当 個人の健康維持、向上について（身体的） 心の健康維持、向上

現代の健康観を理解し、リスクファクターの回避法や、
応急手当の基礎的な事柄を正しく実践する力。

日常生活で隣接するリスクファクターの理解と回避法。
感染症（含性感染症）の理解と予防法、交通社会の安全化を考える
力。

ストレスを正しく受け止め、
対応し、自己実現を図る力。

歌唱・合唱・リコーダー・鑑賞
音楽の歴史（ショパン～ストラヴィンスキー）

三線
歌唱・合唱・リコーダー・鑑賞

音楽の歴史（グレゴリオ聖歌～シューベルト）

歌詞の内容や音楽を形作っている要素を理解し、表現を工夫する（通年）
表現したいことを伝えるための技能（通年）
演奏形態や、文化・歴史の背景、諸要素を根拠として音楽のよさを感受し、言葉で表現する力（通年）

三線の楽譜の理解と基礎的な奏法の習得

専門用語をコミュニケーション・
ツールとし活用することで、表現
意図の共有を図る。

各自が体験的に感じ得た感覚を、各教科の専門用語に当てはめるることで、漠然とした概念を共通の概念に置き換える。
専門用語を説明することが目的ではない。

選択②
バレー・ハンド・卓球

持久走

・体力向上
・集団で協力し、行動する力

・泳力向上
・学習で得た成果を自ら応用・発展させ、運動や実生活に生かす力

・技能向上
・協調性・安全の確保ができ、また勝敗や結果を受け入
れ、個人の技能・能力を客観的に判断する力

・持久力向上
・記録向上に挑戦する力
・実践・応用できる科学的知識

体育

体つくり運動 陸上
男子：柔道・体育理論

女子：水泳
男子：水泳

女子：柔道・体育理論
選択①

陸上・器械運動・ダンス

「数と式」「２次関数」「図形と計量」「データの分析」について理解し、各単元の基礎的な知識と技能の習熟を図る。
単元末にパフォーマンス課題を位置づけ、事象を数学的に考察する能力を育て、数学のよさを認識し、さらにそれらを活用する態度を育てる。

国語総合・古典

古典入門・歴史的仮名遣
い

「児のそら寝」（古文）

月齢・動詞の活用（四段・変格活用）
「阿蘇の史、盗人にあひてのがるること」

（古文）
「春はあけぼの」「はしたなきもの」（古文）

動詞の活用（上下活用）
「芥川」、「筒井筒」（古文）

漢文入門・故事成語
「借虎威」（漢文）

助動詞の種類
「木曾の最期」（古文）

古典の文章に触れ、日本の伝統と文化に対する理解を深める。古文の読解にむけて基本的な知識を習得する。漢文の基礎を習得し、日本と中国の文学的なつながりを理解する。

化学基礎

物質の構成粒子 化学反応式
化学反応
酸と塩基

酸化と還元

日常生活や社会の関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、化学の基礎的な内容を理解し、探究する能力を身につける。また、科学的な見方や考え方を養い、知識を活用する力
を身に付ける。

数学Ａ

図形の性質 集合・命題と論証 いろいろな確率 整数の性質

図形の性質が持つ美しさに触
れ、論理的に考察する力を培う

数学用語や概念に対する理解
を深め、論理的な思考力と適
切に活用する力を育成する。

日常的な事象に対する文章問題から読解力を養い、図や表を用いて表現力を育てる。
また様々な場面に即して、概念の意味を通して考える力を養う。

小学校から学習しているも
のに、より高度な理解を深
め活用する態度を育てる。

１年

育てたい力

行事

国語総合・現代文

挑戦（随想）
羅生門（小説）

水の東西（評論）
鏡（小説）

空気を読む（評論）
自然と人間の関係をとおして考える（評論）

「方言コスプレ」現象（評論）
友よ（小説）

言葉についての新しい認識（評論）

技術としての「教養」（評論）
セメント樽の中の手紙（小

説）

小説・随想・評論・詩などの様々な文章の特徴を知り、幅広い文章を読む力をつける。各単元の基礎的な知識（漢字や語彙）を身につける。文豪の作品を読み、作者について学ぶ。

探究ナビⅠ

コミュニケーションワーク
表現できる場作り

防災
コミュニケーションの応用

職業観
調べ学習と発表

演劇
集団創作、自己と他者

コミュニケーションについての理解と「肯定的に受け止めて、メッセージを出す
力」

「Doing」ではなく、「Being」を大事に出来る集団作り

役割分担と協働する力
プレゼンテーション能力

対話する力と自分を変える力
個を大事にできる集団作り

現代社会

民主社会と
日本国憲法

日本の政治機構と政治参加 経済（市場経済）

「日本の政治機構」「日本経済」「青年期の課題」などについて理解し、各単元の基礎的な知識の習熟を図る。
現代社会の諸課題を認識し、事象を社会的に考察する能力を育て、それらを活用する態度を育てる。

自律

・人の話を聞き、自らの考えをまとめ行動にうつす　　・授業規律を守り、積極的に授業を受け視野を広げる　　・自分の行動に責任を持つことができる

自ら判断し行動できる力（コミュニ
ケーション力、

球技大会
探究ナビ発表
スピーチコンテスト

学年目標

基本的な生活習慣、学習習慣の確立 思考力(他者と協力、自分の考えを深める）

令和２年度　学年別年間指導計画一覧表（１年） 別紙５
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